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スペインの民間非営利組織プロジェクト・オンブレの取り組み
─組織の共同体が持つ理念と体制に着目して─

井上　智恵ⅰ

　本研究は，スペインの民間非営利組織プロジェクト・オンブレ（Proyecto Hombre, 以下 PH と省略す
る）が治療共同体（Therapeutic Community, 以下 TC と省略する）メソッドを導入して以降，どのよう
にアディクション問題を持つ人達の回復の土壌を築いてきたのかを，組織が持つ共同体の理念とそれに基
づく体制から明らかにする。研究方法は，筆者がスペインの PH セラピスト研修で得た情報，公開されて
いる文献やデータなどを基に検証を行なった。PH の共同体が持つ理念は，PH がモデルにした TC から採
用した支援の姿勢，哲学，「人」のコンセプトの要素からなる PH の「人間観」，組織の基本原理と活動指
針から示した。組織体制と活動については，PH の成長と発展の過程，組織体制と構造，国内外での連携
とネットワーク，活動状況から示し，PH の取り組みを明らかにした。その結果，PH の共同体における人
間性を育む取り組みは，組織の発展だけでなく，人間関係を育む地域社会を築く原理になっていたことか
ら，本研究は日本で依存症対策を推進していく上でも参考になると考える。
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はじめに

　アディクションとは，薬物，アルコール，ギャン

ブルなどの特定の物質や行動，関係性に心を奪われ，

のめりこみ，制御できなくなることや，やめたくて

もやめられない習慣に陥ることと定義されている

（厚生労働省 2017）。アディクション問題は，依存行

為による心身の健康被害に止まらず，家庭や職場な

どでの人間関係が壊れ孤立し，労働についても生産

性の低下や負傷，失業など日常生活のあらゆる場面

で影響が生じるものである。個人の嗜好の域を超え

た社会的な影響や損失があることから，この問題は

社会全体で取り組むべき課題である。

　スペインでは，1985年に「薬物に関する国家計画

（Plan Nacional sobre Drogas, 以下 PNsD と省略す

る）」が作成され，同年にそれに基づいた自治州と自

治都市レベルでの計画も作成されており，今日にお

いては依存問題全般を想定したアディクション政策

が展開されている。PNsD が策定された背景には，

1977年から1992年までの間，ヘロイン依存者の増加

に伴って，HIV 感染者数，犯罪件数の増加など深刻

な社会情勢があった（Gamella 2014）。国の総力を挙

げての対応に，公的機関も民間組織も精力的に薬物

問題に取り組んできた過程がある。1984年に首都の

マドリードに創設された民間非営利組織プロジェク

ト・オンブレ（Proyecto Hombre, 以下 PH と省略す

る）は，ヘロイン依存者の問題に積極的に取り組ん

できた施設の 1 つで，その当時流行していた治療共

同体（Therapeutic Community, 以下 TC と省略す
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る）のメソッドを活用したプログラムを提供してき

た。薬物依存者を対象にした TC は，1979年から1986

年までの間，スペインで最も活用されたメソッドで

ある（Comas Arnau 2006）。

　TC には，精神保健領域において発展した TC と

アディクション問題に対応する TC の 2 種類がある。

本論文で取り上げるアディクション問題に対応する

TC は，米国のシナノンを原型とし，De Leon によ

って理論化された（De Leon 2000）。TC とは，「個

人のライフスタイルとアイデンティティの変化を促

進するように意図したミクロな社会（共同体）のな

かで，個人を情緒的に治療し，健全な生活に向けた

行動や態度および価値を身に付けさせる方法（De 

Leon 2000）」（藤岡 2019: 19）のことであり，一般的

な TC プログラムは，①共同体の独自性，②共同体

の環境，③集団活動，④スタッフの役割と機能，⑤

ロールモデルとしての仲間，⑥ 1 日のスケジュール，

⑦治療と教育を兼ねた取り組み，⑧ステージ制，⑨

TC のコンセプト，⑩仲間同士によるグループワー

ク，⑪気づきのトレーニング，⑫エモーショナルリ

テラシー，⑬治療計画と期間，⑭ケアの継続性とい

っ た14種 類 の 要 素 で 構 成 さ れ て い る（De 

Leon 1995）。TC の基礎となる共同体には， 1 ．参

加者としての役割， 2 ．メンバーシップとフィード

バック， 3 ．ロールモデルとしてのメンバーシップ，

4 ．個々の変化を導く集団， 5 ．共有した規範と価

値， 6 ．構造とシステム， 7 ．開かれたコミュニケ

ーション， 8 ．人との関係性， 9 ．独自の用語とい

った 9 つの基本的コンセプトがあり，それらを活用

して共同体が築かれている（De Leon 1995）。TC プ

ログラムでは，共同生活を通して社会性や対人関係

能力を身につけるようになっている。また，個人の

能力，信念，価値などに重点的に介入する治療的教

育的アプローチが行なわれ，個人の生き方そのもの

を問う仕組みがあることから，TC の基盤となる共

同体の構築がいかに重要かを理解した実践が必要と

なる。

　わが国でも治療や心理教育的アプローチに TC が

活用されているが，まだまだ発展途上である。2009

年に官民協働刑務所の島根あさひ社会復帰促進セン

ターの 1 つのユニットに TC が導入され，その刑務

所内 TC で繰り広げられる活動を映画化した『プリ

ズン・サークル』（坂上 2019）が公開された。この

刑務所内 TC では，再入所率の低下など有効性が示

されている一方で，刑務所内での保安や規律の観点

から受刑者が職員に物申すことなどを抑制する風潮

が根強くあり，TC の枠組みではなく共同体の真髄

である「場（共同体）」と「関係（関係性）」をどう

作るかが課題とされている（毛利 2018）。また，薬

物依存症回復支援施設ダルクの一部では，TC の主

要なツールであるエンカウンター・グループが導入

され（引土ほか 2018, 2019），その技法をより導入し

易いように『依存症者のためのエンパワメント・プ

ログラム』（治療共同体研究会 2017）が開発された。

しかし，「治療共同体の効果やプログラムが先行し，

その効果を発揮するしかけとなる概念や実践モデル

について共有されていない現状」（引土 2010: 69）が

あり，TC の本質的な価値や理念を持った実践が行

なわれていない。それでも TC への期待と関心は高

まり，2014年から引土が主導してきた治療共同体研

究会は，2021年から「治療共同体ネットワーク」と

いう名称に変更され，今日ではアディクション関連

の援助職者だけでなく，TC に関心を持つあらゆる

領域の人達が集う場となっている（治療共同体ネッ

トワーク 2021）。さらに，『治療共同体実践ガイド』

（藤岡編 2019）の書籍が出版され，2020年の日本集

団精神療法学会の大会のテーマが「治療共同体・再

訪：考え続けるコミュニティ」であったことなどを

見ると，特に対人援助職者が直面する職場での支援

活動や連携に関する課題に対して，TC から解決策

を得られないか，その糸口を探っている様に窺える。

　PH については，日本では TC を活用する組織と

して知られるようになってきた。2014年にプロジェ

クト・オンブレ・ジャパン設立準備委員会（現在は

一般社団法人オンブレ・ジャパン）が立ち上がり，

2019年に同委員会が主催した「「いきる力」を引き出
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す！スペインのプログラム」をテーマにした PH セ

ラピストの来日公演とワークショップが行なわれた

ことから，PH の知名度が徐々に上がってきている

（プロジェクト・オンブレ・ジャパン設立準備委員

会 2019）。PH に関する文献は，先行研究（井上 2014; 

井上・近藤 2016; 近藤 2017, 2018），2008年度のファ

イザープログラムの助成金で行なわれた「薬物使用

者を抱える家族への介入・援助プログラムに関する

治療共同体研究」の報告書『スペインの治療共同体：

プロジェクト・オンブレ研修報告』（全国薬物依存症

者家族連合会 2009），内閣府が公表した2010年度の

『スペインにおける青少年の薬物乱用対策に関する

企画分析報告書』（内閣府 2011）があり，それらに

おいて PH の紹介，利用者の特徴，プログラムのコ

ンセプトと種類，治療のプロセスなどの支援活動の

一部が明らかにされている。しかし，PH の支援活

動の基盤を成す共同体に着目した研究は見当たらな

い。そのため，本研究では PH の共同体が持つ理念

と組織体制および活動を明らかにすることを目的と

する。PH は，TC の共同体にある人との相互作用が

もたらす変革の力動を活かし，発展してきた組織で

ある。その力動によって創出される共同体の社会文

化は，人間のあり様や本質を問う実践から生まれる

人間性を育む文化であることから，PH の共同体の

あり方はわが国で依存症対策を推進していく上でも

参考になると考えられる。

　日本では，2017年に「依存症対策総合支援事業実

施要綱」が定められ，それに基づく包括的な依存症

対策を進めている（厚生労働省社会・援護局 2017）。

全国各地で行政機関，医療機関，自助グループや民

間団体などが連携しながら依存者や家族の支援を行

なえるように支援体制を整備し，また支援にあたる

人材を養成するなど様々な事業に着手している。地

域のニーズに総合的に対応するために，地域支援ネ

ットワークの構築を進め，社会的に弱い立場の人達

が排除されない社会を目指している。この社会的包

摂の観点は，TC の共同体のコンセプトに通ずるも

のがあり，今後，日本で TC を展開する上でも，ア

ディクション問題を持つ人達を包摂する社会を築い

ていく上でも，本研究は参考になると考えられる。私

達が属する共同体や地域がより豊かになる方法や視

点を，PH が築く共同体や組織の取り組みから得ら

れると考えられるので，本研究には意義がある。

Ⅰ．研究方法

　筆者は，立命館大学大学院博士課程後期課程国際

的研究活動促進研究費を2013年度から2016年度まで

受給し，スペインのアンダルシア州グラナダ県グラ

ナダ市にある PH グラナダ支部を拠点に，アルコー

ル，薬物，ギャンブルなどのアディクション問題を

持つ人達へのプログラムや支援活動について調査を

行なった。

　本研究は，PH の共同体が持つ理念と体制に着目

し，組織の取り組みについて調査することを目的に

していたことから，筆者自身がスペインの首都マド

リードにある PH 協会で 1 年制のセラピスト研修

「2014/2015年度 第53期セラピスト研修」を受ける方

法1）をとった。セラピストに必要な基礎知識やスキ

ルなどを習得するための理論編240時間を受講し，そ

の理論編での学びを踏まえた実践編960時間を PH

グラナダ支部で行なった。この研修中に資料やデー

タを収集し，今日の PH の支援活動がどのように築

かれてきたのか，その成り立ちを歴史的背景から捉

えるように努めた。特に PH がモデルにした TC か

ら採用した「人間観」や共同体の観点，支援活動と

実績，今日の組織体制に関する文献調査を行なった。

文献調査は，理論編で収集した一部の資料（Lanero 

2014; Padrón 2014; Presencio 2014; Sabatés 2014a, 

2014b）と Mario Picchi の文献などに加え，PH 協会

のウェブサイト（https://proyectohombre.es/）に

記載されている組織の概要や情報，年次報告書，研

究報告書，評価報告書などの資料をダウンロードし

て得たデータを中心に検証を行なった。
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Ⅱ．PHの理念を巡って

1．TCについて
1）スペインにおける TCの歴史
　Comas Arnau（2006）によると，薬物依存者を対

象にした TC は，1979年から1986年までの間，スペ

インで最も活用されたメソッドであるが，TC 自体

は当時のスペインにおいて目新しいものではなかっ

た。スペインには，英国の精神保健領域で展開され

た Maxwell Jones モデルの TC と，米国の薬物依存

者同士による相互援助を基礎とする自助組織シナノ

ンを原型とした Daytop モデルの TC の 2 種類が存

在した。前者の TC は1960年代に精神保健領域にお

いて，すでに導入されていた。1970年代の精神科閉

鎖病棟が開放化へと変遷する過程で TC の採用が考

慮されなくなった。精神科医療の法改正ならびに

1986年の一般公衆衛生法の策定直後には，精神保健

領域において TC が活用されなくなった。しかし，当

時のヘロイン依存者に治療的教育的な支援を行なう

ために TC メソッドが採用され，Comas Arnau の調

査ではスペインで認可された TC の施設数は119箇

所あった（Comas Arnau 2006）。

　また，民間非営利組織 PH は1984年から TC を活

用した「ベーシック治療共同体プログラム」を主に

薬物依存者に提供している。PH では，ギリシャの

民間非営利組織 Kethea と共に TC の有効性に関す

る研究が行われ，その結果は2019年 3 月18日にオー

ストリアのウィーンで行なわれた第62回の国連麻薬

委員会において報告された（Asociación Proyecto 

Hombre and Kethea 2019）。その報告資料には，利

用者が TC プログラムを受ける前と後では飲酒や薬

物使用，健康面，家族関係，社会的関係に改善が示

され，今日におけるアディクション領域での TC の

効果と展望が記されている。

2）PHの TCの由来
　Proyecto Hombre の「Proyecto」は計画を，

「Hombre」は人間を意味し，直訳すると「人間計

画」になる。この人間計画の意味は，個々人の主体

性を重んじ，生活ならびに人生の再構築を図るとい

うことであり，PH 創設者らの思いが込められた名

前である。PH が創設された1984年においては，TC

メソッドを活用した「ベーシック治療共同体プログ

ラム」が，主要な治療的教育的プログラムであった。

その「ベーシック治療共同体プログラム」で活用し

ている TC は，イタリアのローマにある Progetto 

UomoのTCがモデルになっていた。Progetto Uomo

は，1974年に Centro Italiano de Solidaridad（以下

CeIS と省略する）が米国の Daytop の協力を得て設

けた TC 施設であった（Sabatés 2014a）。Progetto 

Uomo の TC の由来は米国の Daytop になり，PH の

TC も Daytop の要素を受け継いでいることになる。

　しかし，Progetto Uomo を手掛けた CeIS は，オ

ランダにある Emiliehoeve の TC へ視察に行ってい

ることから（Sabatés 2014b），厳格な規律や一画的

な規則がある伝統的な慣習を持つ Daytop モデルか

ら，民主的な観点に趣を置いた寛容さと柔軟性も踏

まえた TC へと編成している可能性がある。1972年

に設立された Emiliehoeve は，自助的な共同体や民

主的な様式を持つ米国の精神科病院 Henderson の
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活動指針を採用した施設で，Emiliehoeve の TC は

米国の Daytop と英国の Phoenix house から要素を

取り入れた混合型になるからである（Sabatés 

2014b）。筆者が調査を行なった PH の TC も，共同

体で起こる問題に対して伝統的な慣習に沿って解決

を図るのではなく，共同体に関わる全ての人との話

し合いを持って解決を図ることを重視しており，民

主的な運営が見られた。ヨーロッパにある多くの

TC は精神科病院の民主化運動を基点する Maxwell 

Jones モデルの傾向が強いと言われており（Sabatés 

2014b），スペインの PH の TC もその影響を受け，且

つスペインの多様な文化的側面を取り入れた独自性

の高いものになっていると考えられる。その独自性

を持った PH の発展については，Progetto Uomo の

成功の鍵となった誰でも受け入れる精神と家族支援

を取り入れ，TC の補完に社会復帰段階を設置した

こと，また Progetto Uomo モデルからヒューマニズ

ムの観点，個別化した支援，支援者育成のための養

成校を採用したことにあったと言われている

（Sabatés 2014b）。

　歴史的背景から見ると，先駆的に薬物依存者の回

復のために TC の活用と導入に尽力してきたのは，

米国の Daytop と英国の Phoenix house である

（Sabatés 2014b）。TC を手掛ける支援者同士の協力

態勢は，今日では世界治療共同体連盟，ヨーロッパ

治療共同体連盟など連盟として組織化されている。

PH もそれらの連盟に所属し，理事を担うなど，そ

の活動には支援の真髄となる精神が感じられた。次

節では，PH の「人間観」について述べる。

2 ．PHの「人間観」
　本研究では，人間の有限性や情況性をめぐる人間

性の探求が行なわれる思想のことを「人間観」とし

て 扱 っ て い る。 人 間 性 の 概 念 は ラ テ ン 語 の

humanitas からきており，それは一般的に人間性を

尊重し，これを束縛し抑圧するものからの人間の解

放を目指す思想であり，ヒューマニズムの中心をな

すと言われている（下中編 1982）。この言葉の創始

者であるローマの共和制末期の政治家で哲学者でも

あったキケロは，自己および時代の要求に促され，人

が高貴な意味における人間であるためには何を目標

として努力すべきかを問い，ローマ人の生活の理想

をギリシャの生活や文化に求めたとされている。人

間性には，人間に備わっているあらゆる人間的なも

のいっさいを意味すると同時に，人間を人間たらし

めるもの，人間の本質ないし理想をも示す 2 重の意

味があると言われている（下中編 1982）。

　PH の「人間観」は，PH を創設した先駆者らがモ

デルにした TC から支援の姿勢，哲学，「人」のコン

セプトを中心に形どられた思想であったことから，

それぞれの由来と内容について述べる。

1）支援の姿勢
　PH の支援の姿勢は，イタリアのローマにある施

設「CeIS」の創設者である Mario Picchi の精神に由

来があると言われている（Presencio 2014）。CeIS の

支援活動は，Mario Picchi と彼の活動に共鳴した市

民がはじめたのが発端であり，人間に普遍的に備わ

る価値と宗派の 1 つである福音派の価値に着想した

活動であり，戦争，飢餓，貧困，若者の社会不適応

に関する啓発を市民に対して行なうものであった

（Picchi 出版年の明記なし）。また，彼らは講演先，教

育機関，道，駅，教会などのあらゆる場で，人との

対話を通じて個人の感情や考えを呼び起こし，排除

的な行動には粘り強く接し，人の成長や成熟をサポ

ートするために適切な手段を探し求め，特に若者が

問題や苦しみから脱することができるよう支援を行

なってきた。その活動の礎は奉仕の精神であり，政

治的ならびに宗教的な活動や勧誘とは一線を画すも

のであった（Picchi 出版年の明記なし）。

　PH の支援者を対象にしたセラピスト研修では，

Mario Picchi の言葉「真の教育的プロジェクトは，自

己理解を深める経験のことである。それは自由のた

めの教育であり，他者と友愛の精神を分かち合い，隠

れた潜在能力を引き出すものである」や「薬物の問

題は乗り越えられるが， 1 人では乗り越えられない

スペインの民間非営利組織プロジェクト・オンブレの取り組み（井上智恵）
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ことを確信したところからはじまった」などが紹介

されていた（Presencio 2014）。現場では，セラピス

トはどのような状態の人であっても来所した人を受

け入れ，ありのまま受容していた。また，薬物使用

をせざるを得ない状態を捉えた上で，今の状態より

少しでも良くなる方法や手段を一緒に考える支援が

行なわれていた。それは薬物使用をやめさせる支援

ではなく，生活を営むための支援であった。常に対

話を通して個人が生きる希望や活力を持てるように

アプローチし，個人の潜在能力を伸ばしながら生活

再建を図っていた。セラピストは個人の成熟の過程

に寄り添う姿勢をとり，Mario Picchi のヒューマニ

ズムの観点は，今日においても PH の基本的な支援

の姿勢としてセラピストに受け継がれていた。

2）哲学
　PH の哲学は，米国の Daytop の哲学を応用してい

る。その哲学とは，以下のようなものである。

「私たちは避難場所がないのでここにいる。結局

は自分で来たのだ。他者の目や心に曝された自

分に直面するまで，人は逃げ続ける。自分の秘

密が他者に知られることを許せるようになるま

では，他者から安全にはなり得ない。知られる

ことを恐れている限り，自分をも他者をも決し

て知ることはできない。いつまでも孤独である。

私たちのところ以外に，どこでそのような鏡を

手に入れることができるだろうか？ここでは，

少なくともまともな人間は自分自身の姿がはっ

きりと見えるようだ。夢の中の巨人でもなく，悪

夢の中の小人でもなく，目的を共有した全体の

一部としての，ひとりの人間と見ることができ

る。この考えの上で，私たちは根を下ろし成長

することができる。結局のところ，もはやひと

りではなく，自分自身に対しても，他者に対し

ても生きているのだ。」（ホワイト1998: 260）

　一般的に哲学のあり方として，「①哲学は自然およ

び社会をつらぬく最も一般的な法則性を探求し，こ

の意味においては世界観である。②しかも哲学は同

時にまた自然的および社会的環境に対するわれわれ

の実践的な態度を問題とし，この意味においては単

なる技術的な知識ではなく生きた思想の性質をもつ。

③哲学は単なる直感や体験ではなくて合理的な認識

にもとづく科学性をもたねばならず，とくに人間の

認識および論理そのものの自己吟味を含まねばなら

ない。」（粟田・古在編 1981：160）とされる。これ

ら 3 つの観点から Daytop の哲学を見ると，一人で

悩み抱え込んでいた秘密の問題を仲間と分かち合う

ことで，問題に関する囚われやしがらみから開放さ

れる過程や，他者との関係性を通して自分自身を取

り戻し，自己を確立していく回復の過程が示されて

いる点は，回復における①の世界観として捉えるこ

とができる。また，自己理解は他者によって深めら

れる点，自分自身の成長は他者の存在によって得ら

れるように，自分自身も他者に成長を促す存在であ

る点は，②の生きた思想や③の自己吟味の観点に当

たるのではないかと考えられる。

　Daytop の哲学が教示する人間の存在意義，いわゆ

る人間の本質を問う実存主義の観点は，自分自身を

取り戻し，生きていくための回復の核心をついてい

た。実存主義においては，人間の実存が本質に先立

つことを基本命題としていた。PH 施設では，上記

で示した Daytop の哲学が掲示板に貼られていた。

施設によっては，毎日，Daytop 哲学を音読してから

プログラムを開始するところもあった。

3）「人」のコンセプト
　PH の「人」のコンセプトは，イタロ・カルヴィ

ーノの『見えない街』の一説を抜粋して，セラピス

ト研修で説明されていた（Lanero 2014）。その説明

には図 2 の写真を見せながら，石造りのアーチ橋は

1 つひとつの石によって支えられていることが伝え

られ，私達の支援はどのように支えられているか考

えるように促された。

　セラピスト研修では，自らの役割や任務を振り返

り，現場での「セラピスト（治療的教育的プログラ

ムや介入を行なう人）」「エデュケーター（施設で利
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用者の日常生活をサポートする人）」「ボランティア」

「利用者（PH で支援を受ける依存者本人）」「家族

（依存者の家族）」「仲間（一緒にアディクション問題

に取り組むメンバーまたは戦友）」「友達」などの存

在と役割について考えた。それぞれが支え合う活動

形態は，人と人とが支え合う社会構造であることも

認識し，個々人の存在の意義と相互作用の効果を私

達は理解した。また，その中で「人」をどう捉え支

援にあたるか，その視座についても学びを得られる

ようになっていた。

　PH の支援活動における「人」の捉え方は，「1）

人はできる限り最善を尽くしている，2）人は改善し

たいと思っている，3）人は改善する，試す，チャレ

ンジする必要があり，変化のためには動機が必要で

ある，4）人は全ての問題の所在が自分自身にあるの

ではなく，それらの問題に取り組む課題を背負って

いる，5）人は社会生活上の重要な事項において，新

しい行動を学ばなければならない，6）人に落ち度が

あるのではなく，セラピーに失敗がある，7）チーム

は，支え，援助，協働が必要である」（Lanero 

2014, 2019）という 7 点であった。これらは人を支援

する上で重要な捉え方であると共に，人の支援には

多くの人の支えや力を得ながら実践していることを，

セラピスの共通の認識として伝えられていた。

3 ．基本原理と活動指針
　PH の「人間観」は組織の理念として捉えられ，そ

の「人間観」に基づく基本原理が組織全体で共有さ

れていた。その基本原理とは，1）どのような状態の

人であっても全ての人を無条件に尊重，2）最も不利

な立場にいる人達と連帯，3）治療的教育的プログラ

ムの実施，4）治療過程での自己受容，5）アディク

ション問題を持つ全ての人に開かれた

プログラム，6）治療の場や共同生活の

場で秩序を乱すいかなる暴力も否

定，7）無宗教，無政党，非営利である

（Asociación Proyecto Hombre 2019a）。

PH の各支部は，この基本原理に準じ

た活動指針を定めていた。その活動指

針は，独自の文化や運営体制にそった

「任務」「展望」「価値」を設定するよう

になっていた。

　例えば，27支部の連合体として存在

する PH 協会は，次のように活動指針

を定めていた。まず，「任務」として，

PH 協会が人間性を尊重したヒューマ

ニズムの観点から構築した PH の共通

の使命感と組織への帰属意識を高める

ことや，PH は組織として国家戦略の

一端を担い，国内外の領域において互

いに協力し合いながら活動を促進する

ことを表明していた。次に「展望」と

して，PH が生物心理社会モデルをベ

ースにアディクションや不適応行動の

スペインの民間非営利組織プロジェクト・オンブレの取り組み（井上智恵）

図 2：石造りのアーチ橋から捉えた「人」のコンセプト
出典： Lanero (2019)「Proyecto Hombre: una propuesta terapéutica y educativa 

en el tratamiento e integración social de persona con adicciones」から写
真とイタロ・カルヴィーノの『見えない街』の一説を抜粋。『見えない街』
の訳は、Kimiyasu-K（2009）「コモ湖畔の書斎から dalla finestra lariana」
から引用

マルコポーロは橋について，それぞれの石 1つずつを語る。
クビライカアンが，「一体どの石が橋を支えているんだ。」と尋ねる。
「橋は，この石とかあの石とかが支えるのではなくて，石が作り出
すアーチによって支えられています。」とマルコポーロは答える。
クビライカアンは，黙って考える。そして，言う。「どうして石に
ついて語るんだ。私にはアーチだけが意味があるのに」
ポーロは答える。「石なしではアーチはできないからです。」

イタロ・カルヴィーノの『見えない街』から
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問題へのアプローチを予防，治療，社会復帰，研究

の分野で展開させていくことで，人と社会のために

支援の質を高め，社会が担う共通のプロジェクトを

一丸となって取り組んでいくことや，施設間の連携

や活動の拠点を作り上げていくことをしていた。そ

して「価値」については，ヒューマニズム，透明性，

連帯，チームワークとモチベーション，約束，共感

と誠実さ，受容する環境，積極的な社会参画，希望，

専門性を挙げていた（Asociación Proyecto Hombre 

2019b）。これら 3 つの観点は，PH 協会が行なう活

動とその方向性になり，それらを具現化する活動が

行なわれていた。

　PH の基本原理と活動指針に基づく活動は，その

活動の原点にある奉仕の精神に支えられていた。PH

で は， イ タ リ ア 人 の ジ ャ ー ナ リ ス ト Luciano 

Tavazza のボランティアの定義を採用していた。そ

の定義は，「ボランティアとは，一度，学問，子育て，

仕事などの何かをやり遂げた者，または公務員，政

治家，労働者などの役を務めた者が連帯しながら，社

会に置き去りとなっている課題に対して行動を起こ

すことである。個人の空いている時間を利用して，自

らのエネルギー，能力，時間を提供し，優先的に社

会的疎外者に対応し，社会のニーズにクリエイティ

ブに応える。全ての活動は，自ら進んで公益的施設

や社会的勢力と協力し合い，奉仕活動を継続する」

（Padrón 2014）であった。PH 組織全体におけるボ

ランティア数は約2,400人であり，これは被雇用者数

の約 2 倍にあたる。その大半が定年退職した人，子

育てが一段落した人であったが，若者も学業や仕事

の合間を縫ってボランティア活動に参加するなど，

PH の支援活動の現場は非常に風通しの良い交流の

場でもあった。PH は様々なバックグラウンドを持

つボランティアの人達が連帯し，社会の課題に対し

て取り組めるように体制を組み，組織が個々人の経

験や能力を発揮できるように環境を整えていた。

Ⅲ．PHの組織体制と活動

1．組織の成長と発展の過程
　PH は1984年にスペインの首都マドリードに第 1

号が誕生し，現在はスペイン全土に27支部を展開し

ているが（Presencio 2014），次のような歴史的発展

の過程があった。1986年に PH の定款が作成され，同

年にスペイン治療共同体に加盟した。その 2 年後の

1989年に PH 協会が設置され，PH 協会は国内にある

PH 支部の連合体として，全国で行なうプログラム

の助成金の申請，国との折衝や国際的ネットワーク

などを担う，いわば本部的な機能を持つようになっ

た。1990年には支援者育成のための養成校を設けた。

特に実践現場で中心となって支援活動にあたるセラ

ピストに対して，PH の「人間観」を伝承し，専門

的な知識や技術，質の高い一貫した支援活動を提供

するための研修制度が創られた。1991年からは PH

雑誌を発行し，PH の取り組みに関して国内外に発

信されるようになり，1993年には公益法人として認

められた。PH 協会は1998年からは世界治療共同体

連盟の理事を務めており，2008年から国連経済社会

理事会に特殊諮問資格を持つ組織として参画してい

る（Presencio 2014）。

　このような発展は，PH の活動が外部機関から認

められ，その活動を後押してもらえる資金の獲得が

あったからである。例えば，PH 協会はスペイン中

央政府が公募する薬物とアディクション問題に取り

組む民間団体を対象にした助成金制度「NGO 団体の

プログラム：一般会計予算」（Ministerio de Sanidad  

2020）を受けている。2011年から2016年までの助成

金制度の公募結果を見ても，PH 協会の助成金取得

金額は最も高かった。2016年度については，助成金

出資の総額は310万ユーロ（約 3 億7,302万円：2016

年為替の仲値120.33円 /€ で換算）であり，69団体が

助成金を獲得し，合計114種類のプログラムに助成金

が充てられていた。PH 協会は17万5,000ユーロ（約

2,106万円）獲得し，7 種類のプログラムを実施して
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いた。

　また2015年には，PH は欧州社会基金から社会復

帰のための職業訓練事業 INSOLA の投資を受ける

ことが決まった（Asociación Proyecto Hombre  

2016）。この INSOLA の対象期間は2016年から2020

年までの 5 年間で，投資額の総額は780万ユーロ（約

9 億3,857万4,000円：2016年為替の仲値120.33円／ €

で計算）である（Asociación Proyecto Hombre 2018）。

その対象施設は PH 協会と20支部であり，この

INSOLA の事業でより充実した支援活動を行なえ

る機会を得ていた。

　このような功績がある一方で，PH は1997年と

1999年の 2 度に渡り組織分裂の危機に直面していた

（Presencio 2014）。1999年はバレンシア支部が離脱

し，2013年に再統合するなど，苦難も乗り越えてき

ていた。その経験も踏まえ，今日の PH の組織体制

と構造を築いてきたのである。

2 ．組織体制と構造
　PH は15自治州において27支部あり，合計210施設

を展開している（Asociación Proyecto Hombre  

2018）。どの施設においても，PH の「人間観」に基

づいた基本原理と活動指針に沿った支援活動が行な

われているが，運営体制については独自の文化や地

域のニーズに応じた取り組みになることから独立し

ている。一般的に運営体制は，国や自治州からの全

額補助金で賄われている公的補助施設（Centro 

concertado）か，主に自治州や県からの助成金や補

助金を受給している認可施設（Centro acreditado）

である。後者は，支部で実施しているプログラムの

一部や利用者数の何割かに当てられた助成金や補助

金であるため，支部ごとに運営費となる公的資金の

割合が異なっていた。そのため，PH 協会は各支部

の運営体制が多種多様であることを考慮しながら，

組織としての連帯性や支援活動の質を保持できるよ

うに体制を組んでいた。

　PH の組織体制は図 3 の通りである。その体制に

ついて概略的に説明すると，総会とは，支部長レベ

ルの会議になり，27支部のディレクターが参加する

全体会議であった。地区ごとの会議とは，北西部は

8 支部，中部は 5 支部，地中海部は 6 支部，南部は

8 支部に分かれて会議が行なわれており，グラナダ

支部は南部に所属していた。重役会とは，27名のデ

ィレクターのうち組織内で選抜された 6 名2）で構成

された会議であり，この会議では PH 全体の取り組

みやイベントなど，重要な取り決めなどが議論され

決定されていた。現場をよく知るディレクターが組

織の改善や質の担保を図るなど，重役会は PH 組織

の基柱であり独特であった。

　専門家委員会とは，2017年において予防委員会，養

成委員会，戦略計画委員会，評価委員会，ボランテ

ィア委員会，国際委員会，働く人のメンタルヘルス

委員会，広報委員会の計 8 種類の委員会が存在した

（Asociación Proyecto Hombre 2018）。予防委員会は

教育機関で使用する教材を作成または見直しを主に

行ない，養成委員会は PH で働くセラピストや支援

者を対象にした研修内容を立案したり，セラピスト

研修に関しては2016年 9 月からオビエド大学と協同

で「アディクション修士課程：生物心理社会的観点

から（Máster en Adicciones: una Perspectiva Bio-

psicosocial）」を実施していた。この養成委員会は，

スペインの民間非営利組織プロジェクト・オンブレの取り組み（井上智恵）

図 3：PHの組織図
出典： 2014年 9 月30日 の セ ラ ピ ス ト 研 修 の 資 料 Presencio

（2014）を参考に，筆者が図を作成し日本語訳。
　　　 その際，バレンシア支部が2013年10月に再統合されたの

で，地中海部に加え， 5 支部から 6 支部に変更している。
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PH 協会内にある「研修部，研究・調査部」の活動

と重なる部分があったことから，2018年11月に統合

され閉鎖された。戦略計画委員会，はスペイン政府

が出す薬物に関する国家戦略と行動計画に沿った活

動を行なうため，PH 独自の戦略や行動計画を立て

ていた。評価委員会は，主に各支部で行なわれてい

る成人対象の治療プログラムを受けた利用者からと

っ た 嗜 癖 重 症 度 指 標 EuropASI（European 

Addiction Severity Index）のデータを分析し，その

報告書を 1 年ごとに作成していた。ボランティア委

員会は，ボランティアの人を対象にしたワークショ

ップやイベントを企画し実施していた。国際委員会

は，世界治療共同体やヨーロッパ治療共同体などの

連盟の役員としての務めや，ラテンアメリカ治療共

同体連盟との協定に基づいた活動を行なっていた。

働く人のメンタルヘルス委員会は，企業等において

アルコール，薬物，たばこなどの薬理作用や過剰摂

取による害などを含めたメンタルヘルスを中心とし

た予防啓発プログラムの検討とその実施方法を検討

していた。広報委員会は，PH の活動やイベントな

どの情報を，一般市民をはじめ外部機関に広く伝達

する方法や手段を検討していた。これら 8 つの委員

会は 5 ～ 9 名のメンバーで編成されており，外部の

研究員 3 名以外は PH の被雇用者から選抜された者

であった3）。彼らは現場で支援をしながら，PH 全体

での活動やプログラムなどの促進や改革を進める専

門家として業務にあたっていた。専門家委員会のメ

ンバーは，組織を改革する推進力となっていた。

　PH協会の事務局長は，重役会での決定事項を遂

行する任務があり，PH 協会内にある「研修部，研

究・調査部」「広報部，出版部」「事務局部，プロジ

ェクト部」「運営・経理部」「情報処理部 PN Nemos」

の部署に業務を振り分け履行する役割があった。こ

れまで大学などとも協働し，教育機関で実施してい

る予防プログラムの評価と開発（Comisión de 

Prevención Proyecto Hombre 2013, 2017, 2018な

ど），働く人のメンタルヘルスに関するプロトコル

（Comisión de Intervención Laboral. Proyecto 

Hombre 2011），治療プログラムの評価（Fernández 

Hermida and Secades Villa R. 2001; Menéndez 

Gómez and García 2004; Pérez del Río 2011; 

Comisión de Evaluación. Proyecto Hombre）と家族

支援の評価（Comisión de Evaluación. Proyecto 

Hombre 2009a, 2010），刑務所内外の受刑者のリハビ

リテーション・プログラムの評価（Comisión de 

Evaluación. Proyecto Hombre 2011），治療プログラ

ムの評価実践ガイド（Comisión de Evaluación. 

Proyecto Hombre 2009b），利用者の特徴に関する調

査 報 告 書（Comisión de Evaluación. Proyecto 

Hombre 2013, 2014, 2015, 2016, 2017, 2018）などを

刊行している。

　PH は組織全体で活動の質の担保，改革，連帯性

などを図る仕組みがあった。その特徴は閉鎖的な縦

割り業務ではなく，他部門が協働して横断的に業務

を遂行するところであった。これは PH の共同体の

あり方であり，PH グラナダ支部でも同様の業務遂

行のあり方があった。連携会議やチーム会議などの

時間を確保し，会議に惜しみなく時間を割いていた。

例えば，プログラムごとのチーム会議は，一日の業

務や申し送りもかねて毎日約 1 時間の枠で実施され，

利用者に関するケース会議は週に 1 回約 1 時間半～

2 時間の枠で行なわれていた。会議時間は延長され

ることも多々あった。利用者への支援業務と同様，も

しかするとそれ以上に支援者間の対話を大事にし，

チーム体制を整えていた。この支え合う共同体づく

りは，PH 以外の施設とも行なわれていた。

3 ．国内外での連携とネットワーク
　PH 協会が連携する組織や機関は，スペイン国内

だけでなく国外にも及ぶ。国内では，PH は全国社

会的参画活動運営協会の理事会に参加し，薬物とア

ディクションに関する NGO 団体中核組織の理事会

の議長団として常任している。その他，刑事施設処

遇環境に関する社会組織ネットワーク，全国刑事施

設社会理事会，財団法人スペイン協会，ボランティ

ア 中 核 組 織 と 連 携 を と っ て い る（Asociación 

立命館産業社会論集（第57巻第 2号）



61スペインの民間非営利組織プロジェクト・オンブレの取り組み（井上智恵）

表 1　治療プログラムの種類別にみた利用者数と修了者数

プログラムの種類 特徴・形態 利用者数 修了者数

① ベーシック治療共同
体プログラム

一般的に長期間の薬物使用により心身ともに影響が出ており，
また社会的・職業的活動について困難度合いが高い人を対象。プ
ログラムの形態は，治療共同体を中核にした入所型プログラム
に，社会復帰段階の通所型プログラムを組み合わせた混合型プ
ログラムが主流（以下，TC 混合型と省略する）

5,157人 953人

②通所プログラム 仕事を持ち，家族からの支援がある人を対象にした通所型のプ
ログラムで，労働時間に配慮した時間設定。主たる依存物質が
コカインである利用者が多く，通称コカインプログラムとも呼
ばれている

3,882人 661人

③ アルコールプログラ
ム

年齢層の高い人を対象にしたプログラム。主たる依存物質がア
ルコールの場合，利用者の年齢層が高い特徴に鑑みて，設けら
れたプログラム。その形態は，TC 混合型または通所型のプロ
グラムになる

723人 146人

④ 併存障害（重複障害）
を対象にしたプログ
ラム

依存問題と何らかの精神疾患を持っている人を対象。依存から
の回復を目的にした TC の入所型プログラムまたは通所型プロ
グラムのほか，生活リズムを築くことを目的にしたデイケアが
ある

820人 77人

⑤ 行動依存を対象にし
たプログラム

ギャンブルをはじめ，スマートフォンやタブレット端末などの
情報通信機器を使用した行動依存を対象。
基本的に行動依存者も，物質依存者を対象にしたプログラムと
同様に状態別対応。支部にもよるが，利用者が依存する主たる
物質または行動別のグループセッションなどを実施

情報通信機器：73人 13人

ギャンブル：239人 34人

その他：197人 16人

⑥その他のプログラム 健康被害やリスクをもたらす行動習慣に対して害の減少を図る
ハームリダクションプログラム，実生活に影響を及ぼしている
問題に重点的に取り組むためのプログラム，女性や18歳未満の
未成年に特化した TC プログラムなど。プログラムの形態は，入
所型，通所型，TC 混合型になる

4,016人 440人

⑦ 思春期・若者プログ
ラム

基本的に対象年齢は14～20歳であるが，人としての青さや未熟
さゆえの問題である場合は20歳前半の者も対象。プログラムの
形態は，TC 混合型，通所型になる

1,898人 366人

⑧刑務所内プログラム 依存問題がもたらした事態と向き合い，回復と更生の機会を与
える。また，出所後を見据えた生活プランを立てる。プログラ
ムの形態は，刑務所内 TC，またはグループワークになる

1,832 403人

合計 18,788人 2,898人

注1）治療共同体は，英語で Therapeutic Community と書き，表 1 の特徴・形態の項目でも TC と省略する
注2） 社会復帰段階のプログラムでは，入所型から通所型のプログラムへと切り替わる。利用者の状態によっては段階的に切り替え

ていく場合もあるが，この段階のプログラムの目的は利用者が地域社会の中で定着し生活を営むことであり，基本的に通所に
なる

注3） 治療プログラムの利用者数の合計は18,788人，修了者数の合計は2,898人であったと原本には記されているが，各プログラムの利
用者数ならびに修了者数を加算すると利用者数は18,837人，修了者数は3,109人になる。誤差はあるが，表には原本にある各々の
合計者数を記している

出典： PH 協会の年次報告書『Memoria Anual 2017』の p.22-23にある表「Tabla 1. Resultados terapéuticos 2017 de personas en 
tratamiento por programas」のデータを基に筆者が表を作成。表にある特徴・形態の欄は，筆者が調査で得た情報を加筆



62

Proyecto Hombre 2019c）。

　国外では，世界治療共同体連盟，ヨーロッパ治療

共同体連盟，ウィーン NGO 委員会，教育における

ヨーロッパ・チャンピオンシップ：「旅でトレーニン

グ」，薬物依存問題に取り組む NGO 団体イベロアメ

リカネットワークと連携をとっている。PH はラテ

ンアメリカ治療共同体連盟とは協力協定を結び，世

界治療共同体連盟では役員を務めている。国連経済

社会理事会においては特殊諮問資格を持つことから，

依 存 者 の 支 援 に 関 し て 提 言 を 行 な う な ど

（Asociación Proyecto Hombre 2019c），国際的なレ

ベルにおいても活躍している。

　PH は組織の理念に基づいて，社会全体でアディ

クション問題に取り組んでいることから，国内外の

組織や機関と連携し，共に事業を展開することも重

視していた。このような事業展開を進める中で，PH

はより多角的な視点を得ることができ，様々なプロ

グラムをデザインすることができたのではないかと，

活動状況から読み取れた。

4 ．活動の状況─年次報告書2017年版から─
　PH の活動は，予防，治療，社会復帰の 3 つの軸

で行なわれている（Asociación Proyecto Hombre 

2019a）。予防とは，一般市民をはじめ，教育機関で

の児童，生徒，学生などに対してアディクションに

関 す る 基 礎 知 識 を 提 供 す る「 予 防 啓 発 活 動

（Prevention awareness）」のことである。治療とは，

依存者本人とその家族に寄り添い，アディクション

問題に左右された生活から人生の主導権を自分自身

に取り戻し，何かに依存することに縛られない生活

再建を計ることを目的とした「治療（Treatment）」

に，依存する物質や行動による害の低減や生活状況

の改善などを意図したハームリダクションの観点を

交えた「リハビリテーション（Rehabilitation）」を

加えたものである。社会復帰とは，仕事に就くこと

だけを指すのではなく，地域での生活を定着させて

い く「 社 会 的 労 働 的 な 復 帰（Socio-labour 

reintegration）」のことである。

　PH 協会の年次報告書『Memoria Anual 2017』

（Asociación Proyecto Hombre 2018）によると，2017

年 1 月 1 日から12月31日までの間，PH 全体でアデ

ィクション問題を持つ 1 万8,788人（男性83％，女性

17％）が何らかのプログラムを利用した。そのうち

新規利用者は 1 万5,428人（男性84％，女性16％）で

あった。PH の被雇用者は1,120人（男性38％，女性

62％），ボランティアは2,403人（男性37％，女性63

％）であった。

　予防の領域では，児童・生徒，親，先生を対象に

した教育機関で実施された予防教育プログラムに 8

万3,041人が参加し，働く人のメンタルヘルスプログ

ラムには4,371人が参加した。

　治療の領域におけるプログラムの種類別の利用者

数は，表 1 に示す通りである。 8 種類のプログラム

への参加者数は 1 万8,788人であり，そのうちプログ

ラム修了者数は2,898人であった。PH では利用者の

家族のサポートも行なっているので，各プログラム

で対応する実際の人数は約倍の数になる。

　社会復帰の領域におけるプログラムの利用者数に

ついては，治療プログラムの構成上，基本的に「社

会復帰」の段階を含めた提供になっており，社会復

帰のプログラムの利用者だけの集計結果は見当たら

ない。しかし，社会復帰の領域で提供された職業訓

練プログラムの参加者数4,371人，社会的労働的な復

帰を意図した INSOLA のプロジェクトの参加者数

は2,093人であった。

　このように PH では 3 つの活動の軸を持って，ア

ディクション問題に幅広く取り組むことができてい

るが課題もある。例えば，治療プログラムにつなが

った人達の約 3 分の 2 が動機づけの段階で脱落して

いた。今日では向精神薬を服用している併存障害者

が増加傾向にあることから，脱落者と併存障害者の

因果関係も含め検証し改善を図る必要がある。また，

利用者全体の女性の割合は約 2 割であり，子どもと

暮らす割合が男性より女性の方がはるかに高い状況

であった。男女別に見た利用者数や特徴の差異は，固

定的な性別役割分担意識や社会成層化による影響が

立命館産業社会論集（第57巻第 2号）
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関係していると考えられており，利用者の状態や生

活状況に応じたよりきめ細やかな支援や特化したプ

ログラムをデザインしていく必要がある。今後も組

織的に活動の改善が図られていくことだろう。

Ⅳ．考察

　PH の取り組みは，PH を創設した先駆者らがモデ

ルにした TC から PH の「人間観」を形どる要素や

共同体のコンセプトを得ていた。PH の「人間観」

は，セラピスト研修の理論編において，PH の「人

間観」を歴史的背景から学び，現場での実践を通し

て深められるようになっており，これは支援上のス

キル，理論，モデルを習得する前提とされるぐらい

重要な観点であった。「人間観」にある個々人の存在

意義と価値は，セラピスト，エデュケーター，ボラ

ンティア，利用者，家族など PH に関わる全ての人

が持つ財産であり，それを共有することが大事であ

ると考えられていた。このように先駆者の思いを含

む PH の「人間観」が受け継がれるように，セラピ

ストは研修を通じて養成され，人との関わりや対話

を通して社会の変革を担う者として活動するように

なっていた。

　PH は，常に社会的に弱い立場の人達に寄り添い，

彼らの状態や環境をよりよく変えていく取り組みを，

奉仕の精神から行なっていた。これは“私達”が暮

らす地域をよりよく変えていく活動でもあり，あら

ゆる人の手を借りながら誰もが住みやすい共生社会

を築く活動であったことから，まさにソーシャルワ

ークの原理と専門職の責務に基づく実践であった。

その実践では，地域にある施設等機関と連携するだ

けでなく，ボランティアや実習生などを積極的に受

け入れ，多くの人達に PH の活動の趣旨を知っても

らい，地域に根ざした支援活動を共に行なっていた。

PH 組織全体のボランティア数を見ても2,403名存在

し，その数は PH の被雇用者の約 2 倍に匹敵し，豊

かな人的資源による社会的活動が行なわれているこ

とがデータからも明らかであった。

　PH が手掛ける共同体では，「Pide lo que necesites

（あなたに必要なことがあれば言ってね）」というフ

レーズが合言葉のように交わされており，筆者も困

った時は相談に乗ってもらった。どのような相談に

対しても真摯に対応してもらった経験を幾度となく

してきた。人の思いや優しさに触れる場では，恩を

受けた相手が誰かに恩を返すといった恩送りの循環

が築かれており，これが PH の支え合う共同体の文

化である。PH は，人との関係において生じる付加

価値を活動の原動力としており，個々人が自ら備わ

った使命や役割について探求できる共同体を持って

いた。また，PH において「Los trabajos pagan 

facturas, pero no compran el corazón ni las almas 

de las personas.（仕事は請求できるが，人の心と魂

は買えない）」という教えを受けたように，人の心と

魂はお金に代えられない価値があり，互いの心を通

わす支援を経験することが大事にされていた。その

心を通わす支援の探求に加え内省こそが，組織に進

化をもたらす要因で，PH の「人間観」にある生き

た思想や自己吟味が関連していたと考えられる。そ

の実践の結果，TC を用いた「ベーシック治療共同

体プログラム」以外に，予防，治療，社会復帰の領

域において様々なプログラムがデザインされ，今日

では PH27支部において年間約 1 万9,000人の依存者

が治療プログラムを受け，年間約 8 万人の市民が予

防プログラムを受ける状況にまで発展したのである。

　PH が様々なプログラムを提供できるのは，対外

的に国との折衝や組織全体での取り組みを行なう

PH 協会の機能もさることながら，現場の声が反映

し易い組織体制や構造にある。まさに組織での対話

と連携が円滑に機能する組織の共同体に秘訣があっ

た。PHが持つ連帯性やインタラクティブの形は，PH

が手掛ける共同体のあり方であったからできたので

ある。スペインでは，地方ごとに異なる文化や風習

などがあり，PH 支部ごとに独立した運営形態を持

っていたが，互いに尊重し助け合う体制を築いてき

ていた。この協働性や多様性を育む土壌づくりの範

を，組織をはじめ各々の支部が築いてきたのではな

スペインの民間非営利組織プロジェクト・オンブレの取り組み（井上智恵）
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いかと考えることができた。筆者が実習したどの現

場でも，異なる立場や職種の人達が互いに尊重しな

がら，アディクション問題に一緒に取り組む土壌を

創っていた。個々人がロールモデルになるように，支

援活動においては共同体を築く担い手が地域を築く

担い手になることを意識した行動がとられていた。

　TC の基盤となる共同体は，アディクション問題

を持つ人達が回復するための共同体，支援活動を支

える組織の共同体，人が暮らす地域における共同体

などに共通した要素であり，それらは相互に影響し

合う連続性のある要素でもあった。その連続性には，

図 4 のように PH の「人間観」を軸にした支援活動

の基盤や仕組みがあり，個人が有する力や資源を活

かした自立・自律のための「自助」を促し，地域で

の助け合いや支え合いにつながるように「互助」の

営みを作り，連携や協働する施設等機関が補完し合

った「共助」の活動を進め，行政などから助成

金や補助金などの「公助」の支えを得ながら社

会事業を展開する活動の形を築いていた。地域

ひいては社会全体でアディクション問題を持つ

人達への支援活動には，社会的相互作用を意図

した PH の任務，展望，価値に基づいた活動が

重要であり，その活動には日本の全国社会福祉

法人経営者協議会（2016）が示すように公益性，

継続性，透明性，倫理性，非営利性，開拓性，組

織性，主体性，効率性，機動性といった10の経

営原則に基づく実践を行ないながら，いかに対

外的に信頼関係を築いていけるかが要であった。

それは，共同体づくりの本質であった。

　このように本論文では，PH の共同体は組織

の軸となる「人間観」に基づく取り組みである

ことを考察してきた。さらに，De Leon が示す

共同体に関する 9 つの基本的なコンセプト「 1 ．

参加者としての役割， 2 ．メンバーシップとフ

ィードバック， 3 ．ロールモデルとしてのメン

バーシップ，4 ．個々の変化を導く集団，5 ．共

有した規範と価値，6 ．構造とシステム，7 ．開

かれたコミュニケーション， 8 ．人との関係性，

9 ．独自の用語」（De Leon 1995）を用いて PH の共

同体を考察してみると，PH には「人間観」という

共有した規範と価値があり，それに基づく支援活動

に一人ひとりが参加者としての役割や使命感を持っ

て取り組んでいた。個々人が「人間観」を体現する

ロールモデルとしてのメンバーシップを発揮してい

たと考えられる。また，アディクション問題に取り

組む同士が集う集団においてメンバーシップとフィ
ードバックが行なわれ，長期に渡る持続可能かつ発

展的な支援活動の体制を築いてきたのだと考えられ

る。その体制にある PH の構造とシステムは，横断

的で開かれたコミュニケーションによる業務遂行と

多様性を尊重した組織を築いていた。また，人との
関係性を活かした社会的ネットワークは，個々の変
化を導く集団として機能し，集団がもたらす文化が

あると考えられた。PH に関わる誰もが一人の人間
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として人と向き合い，自らの経験を活かした助け合

いを行なうなど，現在社会で希薄化しつつある人と

の関係性から生まれる普遍的な価値を体感できる共

同体の文化があるので，この文化は今後も現在社会

のコミュニティに影響を与えると考えられる。この

ような共同体の価値を共有する場での生成的な話し

合いや対話は，独自の用語を生み出すようなサブカ

ルチャーを創り，誰もが生きやすい共生社会を創出

することにつながると考えられる。PH の支え合う

共同体を参考に，私達それぞれが属するコミュニテ

ィや職場などで共同体づくりから取り掛かることが

できると考える。その土壌を耕していく個々人の行

動が，包摂する社会につながると考えられる。

　最後に，本論文において日本が PH の取り組みか

ら参考にできるところを提言すると，①援助職者は

人間の本質や実存を捉えた人間観を持って支援にあ

たること。それを実現するために，②支援者研修を

設けること。そして，③組織の意思決定は現場の事

情をよく知る人達によって行なわれること。その人

達による④組織の決定事項は，他部門が協働しなが

ら横断的に業務を遂行すること。その業務を円滑に

進めるために，⑤連携会議やチーム会議には惜しみ

なく時間を割き，日頃から協働し合う関係を築くこ

とである。これら 5 つの提言は，社会的課題の解決

に向けた取り組みを行なうために重要である。日本

でも援助職者同士が対話を重ねながら支援の方向性

や信頼関係を築いていき，最終的には自分達の共同

体づくりが地域づくりに発展するよう努めていきた

いと筆者は考えている。

本研究の限界
　本研究では，PH の共同体が持つ理念と組織体制

から PH の取り組みを検証した。PH では「人間観」

を根幹とした共同体や組織体制が築かれていること

を明らかにしたが，実践現場での参与観察を通して

共同体を築く要素を精緻化し，それらが与える影響

について検証することはできていない。また，日本

とスペインでは社会保障制度や司法制度などの違い

があるが，その違いを踏まえて日本に見合った支援

活動のあり方について検討することができておらず，

今後の課題である。

おわりに

　PH の成り立ちを歴史的背景から見ていくと，TC

が鍵となっていた。国を超えて TC を手掛ける支援

者同士が助け合い，施設に TC を導入するサポート

をしていたことから，TC というバトンの中には，人

とのボーダレスな絆や社会を築く価値観があり，そ

れを共有し築いているように見て取れた。TC の基

盤となる共同体は，依存者が人間性の回復をするた

めに必要な場であり，誰も排除されない包摂的な観

点が欠かせない場であったからである。アディクシ

ョン問題を持つ人達の回復のための場となる「共同

体（Comunity）」づくりは，社会における「コミュ

ニティ（Community）」づくりにつながることから，

自分が属する共同体のあり様を問うことが大切にさ

れていた。この「コミュニティ」の担い手を育てる

「共同体」に魅力を感じる人が日本でも増え，TC が

注目されるようになったのではないかと筆者は見て

いる。日本で TC を展開していくことは，TC の基

本要素である共同体を手掛けていく実践でもあるの

で，それは依存者の回復の場となる土壌づくりだけ

でなく，最終的に誰もが住みやすい地域社会づくり

につながると期待できる。
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注
1 ）  筆者がセラピスト研修を受けた当時，研修対象

者は PH で支援活動を行なう者に限られていたこ
とから，2014年 3 月に現地で個別に交渉し受講の
承諾を得る手続きをとった。しかし，この研修は
2016年からはオビエド大学の修士課程に位置づけ
られ，外部に開かれた状況である。今日では学位
取得の条件に伴い，履修科目の内容や時間数に部
分的に変更があるものの，筆者が受けた理論編の
研修内容は概ね変わりなく提供されていると，PH
協会の研修センター長 Granero 氏から伺っている。

2 ）  重役会のメンバー数について，報告書には記載
がなかったので，PH 協会にメールで問い合わせ
を行なった。2019年 2 月19日付の返信メールにて，
重役会のメンバーは 6 名であることを確認した。

3 ）  PH 協 会 の 年 次 報 告 書2017年 版『Memoria 
Anual 2017』には 8 種類の委員会について触れら
れているが，各委員会のメンバー数についての記
載はなかった。PH 協会にメールで問い合わせを
行ない，2019年 2 月19日と 2 月21日付けの返信メ
ールで回答を得た。そのメールには，養成委員会
が2018年11月 8 日に閉鎖され，PH 協会内にある

「研修部，研究・調査部」に統合されたことが記さ
れていた。統合に至った理由は，双方の部署の業
務内容に重複する部分があったからとのことであ
った。それも含めて，本稿に反映した。
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The Efforts of Proyecto Hombre - an Addiction Rehabilitation 
and Support Center in Spain:

Focus on the Community Based on its Organizational Philosophy and Structure

INOUE Chieⅰ

Abstract : The aim of this study is to consider how the community based on the philosophy of Proyecto 

Hombre, both in its present-day and historical context, which is developed from grass roots field-based 

experience, feeds back into the groundwork structure and practice.

　Proyecto Hombre was launched in the capital of Spain, Madrid, in 1984, inspired by several modeled 

Therapeutic Communities with the purpose of reaching out to heroin users and addressing some of their 

problems. This organization has been applying features of the Therapeutic Community, a community-

based model that is basic to its structure, in particular accordance with humanistic philosophy. Therefore, 

it functions to strengthen the organization. 

　Nowadays, Proyecto Hombre has spread to 27 affiliates all over Spain, each of which share a common 

method and philosophy. The entire project has assisted more than 19,000 people with substance use and 

addictive behavioral problems including alcohol and drug abuse, gambling etc., as well as supporting their 

families throughout the year. Furthermore, around 80,000 people per year have been referred to the 

project as part of the prevention program that targets students, parents, teachers etc. The scope of 

activities is “prevention awareness,” “treatment and rehabilitation,” and “socio-labour reintegration,” 

predicated as a three-pronged approach. I am especially interested in this integrated approach, which was 

a major part of and reason for my overseas study in Spain for three years, from September 2014 till 

September 2017. 

　The Proyecto Hombre Association is a coalition of affiliates for promotion and implementation of a 

project based on humanistic philosophy. The affiliates undertake series of actions in the name of one 

organization but also in solidarity and cooperation with other institutes working in the same field. This 

cooperative model extends both the extent and efficiency of the project. The underlying humanistic 

philosophy is the key factor. It leads to the expansion of scale in the provision of humanitarian aid, and the 

status of being a private organization lends additional advantages, such as the flexibility to adapt to 

regional characteristics. Due to the resulting strengths and effectiveness of the project, it serves as a 

useful and positive reference for Japan towards making a community and an inclusive society.

Keywords :  Proyecto Hombre, addiction, drug abuse, therapeutic community, supportive activity
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